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まず,表 1「戦前期商学部 。経済学部 における経営学教育科 目」 をみたい。なお, この表 1に おけ

る各大学の一覧 は,そ の設立年次 にかかわ らず,1日 高等商業学校・ 1日 帝国大学経済学部 。公立大学・

私立大学ごとにまとめ,そ れぞれ, 日本列島の東から西 〔北か島南〕の順に並べてある。また, とり

あげている時期は,1945〔日召和20〕 年までである。

くわえて,文献資料の制約上,各大学の教育科目には,こ の表 1に記載されていない開講科目もか

な りあると推 i員1さ れ るので, とくにこの点 を留意 してお きたい。

大学学部・高商の名称および開講年度 「.t講科 目名称および担当教員氏名

1)小樽高等商業学校 2)

3) 〔明治20・ 29年〕

〔明治37年 〕

〔H月

'台

45イ「〕

〔大正 4年〕

〔人■ 9年 )

〔昭和 3年〕

〔H召 本日9年〕

〔昭和17年〕

〔日7イ 利19年 〕東京産業大学

4)横浜高等商業学校 5) 〔大Πl1 3イ li〕

〔H召 和 7年〕

〔Hg和 15年 〕

〔日7イ 和18年〕

5)高障1高等商業学校 6) 〔大正14年 〕 な  し

6)名 古屋高等商業学校商工経常科7)

〔大正13年 設置,昭和10年〕

〔昭和11年〕

名古屋経済専門学校      〔昭和19年〕

な し

商工経営 (商店管理,工場管理)

企業実践 (T4学的管理法など)

経営経済論 :室 谷賢治15

な し

経営経済学 :中村常次劇
`

工業経営論,銀行経営論

な し

な し

な し,専攻部に「商工経営科」設置

商工経常 上円貞次郎 (明 治42年 より)

商 Li経営,工場管I唯

商工経営,工場管理,経済′しヽ理学

商工経営,工場経営,経済心理学

経営総論 :増地庸治劇;,商業経営論,工業経

営論,経営財務論

「附属 Tl業経営専門部」設置 工業経営 ,

工場管理,勤労管理,資 lkl管 理,作業管理

商工経営 :井上鎧三,商工心理学 :内 山 jL

経営経済学,経済′しヽ理,銀行経営論

nJR営 経済,経営及市場分力i

経営経済学,工業経営論

生産経済学,経営財l.R,産 業能率,産業心理学 ,

産業施設及衛生,販売及広 fli

管IFF学 :藻利重隆

経営経済論,i朽 業経営,工業管理論,経営財務 ,

産業能率,作業学,販売及広住F,職業′しヽ理学

〔人正 1年〕

〔大JT 8年〕

〔日7イ 禾日17F「〕

〔人正11年 〕

〔H召 和17年〕

2)福島高等商業学校 3)

高等商業学校
4)

東京高等商業学校

東京商科大学

2)F小博商不1大学史 開十六十五年』員オ界評論新社, 昭和51年 ,68頁 ,134135頁,281283頁。

3)F福島大学経済学部五 1年 l_J財 界評論判iネ[,昭和49年 ,53頁。 1福 島高等商業学校一覧』大正11年・

12年・13年・14年・15年版,1昭 和 2年版,昭和17年版など参照。なお後者の文献 『一覧Jは ,福島太

学附属図書館学術情報係 より資料提供をうけた。

4)F―橋大学百年史』員オ界評論新社,昭和50年,144145貞 ,206207頁 ,280285頁 ,384頁 ,413414頁 ,

457458頁 ,576577頁 ,636637頁 ,741頁 ,762763頁 。上田正一 l ll田 貞次郎伝』泰文館,昭和55年 ,

288289頁 .

表 1 戦市i期商学部 。経済学部における経常学教育科 日
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(そ の 3)

大学学部・高商の名称および開講年度

14)東京帝国大学法科大学商業学科15)〔明治42年〕

〔大正 3年〕

東京帝国大学経済学部商業学科 〔大工8年〕

〔昭和 2年〕

〔口召和14年〕

15)京都帝国大学経済学部 16) 〔大 i1115年〕

〔昭和17年 〕

16)九州帝lTl大学法文rF部経済科 lつ 〔|1召 禾日2イ li〕

〔昭不日12年 〕

〔昭和17年 〕

横浜市立横浜商業専門学校 18)

横浜市立経済専rl学校

〔H召 不日5イ li〕

〔昭和19年 〕

開講不1日 名称およびIE当 教員氏名

商事経営学

商事経営学 :渡 辺鉄蔵

商事経営学・工場経営論 :渡辺鉄蔵

商事経営学 :中西寅雄

工場経営論 l,馬場敬治

経営経済 l― :増地庸治郎 (東京商科大学教授兼任 )

工場経営論 :,鴫場敬治

商工経営学 (副科 日,そ の後経営学総論);小 島昌

太郎 (日 If不日5年 より)

商工経営学 :大塚一朗

経営学 :中西賞雄。以後,増地庸治郎・平井泰太

郎 もIR当

経営学 :,需場克三

経営財務論 :古林喜楽

商工経営 :荒本 直

経営学・]1業経常学 :山城 章

な し

商T経営学 (1,F究■「)

商 l:経 常論・サイエンティフ ィック・マネ

ト:村本福松

商工経常・商店経営・:工場管理・経営学 :村本福松

経常学

経営学,工場経営

市立大阪!葛 等商業学校 l')

大阪市立高等商業学校

大阪商科大学

兵庫県ウ1神戸高等商業学校20)

兵庫県立神戸経済専門学校

人含高等商業学校 2・

〔ll治 3211〕

〔大i119年〕

〔日rイ 和 3年〕

〔昭和5年〕

〔昭和19年〕

〔人正 9年〕 な  し

(そ「
―

21' :■ _=

22)1.

23) |

24) =|・  ・:

26, 1 1

10)F和 歌山大学経済学部「 |‐ 午史J財 界評論新社,H召 和49年 ,50頁 ,388391頁。『発達史 第 8巻 J440頁 。

中村福治『北川宗蔵』倉」風社,1992年 ,236頁 。

11)「 山口大学経済学部六十五年史J財界評論新社,昭和45年 ,222頁 ,225頁 。

12)F香 川大学経済学部五十年史』財界評論新ネL,昭和52年,43頁 ,120121頁,228229頁。

13)F長 崎高等商業学校長崎大学経済学部 L「年史J社団法人瑣林会,昭和50年 ,357362頁 ,342頁 じ

14):大 分大学経i斉学青「五 |‐ 年史』財界評論新社,昭和49年,57頁,69頁,107108頁 ,125頁 ,135136頁 ,

154156頁。

15)]東 京大学経済学部五十年史 1東 京大学出版会,昭和51年,13頁 ,1617頁 ,10971098頁 ,11291132頁 。

16)F京 都大学 ヒ十年史1京都大学創立 し十周年記念事業後援会,昭和42年 ,422頁 。 1京 4`帝 国大学史」京

都帝国大学,昭和18年 ,10351036頁 。

17)F宮崎松原の青春』九州大学経済学部五_十 周年記念事業会,昭和53年 ,493頁 。『九州大学五十年史 学

術史 下巻J九州大学創立五十周年記念会,昭和42年 ,487488頁。

18)『 横浜市立大学商学部創基百年史』財界評論新社,H召 和57年,179180頁,206208頁,354357頁。

19)『 大阪市立大学商。経・法学吉F九 十‐年史」財界評論新社,H召 和47年 ,96頁 ,152頁 ,187188頁。村本悟

松 F商工経営経済論J文雅堂,昭和 4年 ,序 1頁。

20)『神戸商科大学五十年史』神戸商市「大学石十年史刊行会,昭和54年,420頁 ,9798頁。

21)『東京経済大学八十年史』東京経済大学,昭和56年 ,107108頁。

27) [:」

22) :■ _=

23) 1:

24)  fi l

25) 11:`・ :

26)  =: =:

27, ~:: `

28) 11:=
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大学学部・高商の名称および開講年度

28)明治1人 学商学部2"

開講科 日名称および担当教員民名

簿記商事経営学 :ド野直太郎 (高等商業学校教授 )

商業経営学

商事経営

経営経済学 :佐 々木吉Fl・ (明 治大学教員調 昭和 5

年度)

工場管理・Ti業管理 :国 中 斉 (同 11昭 和 4年度 )

能率論 :井関十二郎 (同上 昭和 4年度)

広告販売

工業経営概論,工場管理,企業財IFk論

経営経済学,企業形態論,/「
N業財政論,商業経営論

な し

商業経営学 :浅川栄次郎

商工経営論,商業心理学

経営経済学 :池円英次郎

企業金融 :服部文四郎

な し

商業経営学

経営経済論

商工経営論,経営経済論

経営学,経営労務論,経営財務論

な し

商工経営 ;池 内信行 (大 113年 より)

経営経済学,商業経営論,工業経営論,企業員

`務

論 ,

経営経済学特殊講義,産業心理学

経営学概論,配給管理論,企業財務論,工業経営論 ,

商業経営論,経営経済学 ,

商工経営論 (経常経済学,科学的管理法 )

経営総論,工業経営

商工経営論 :串本友三劇S

経営学 :池 内信行 (Ftl西 学院大学商経学部教授 )

作業管理, |:場管理,労務管理

明治大学専門部興亜科経営 Tl

同  「1      貿易不斗

29)早稲「1大学商科大学30,

早稲田大学商学部

30)関西大学大学部商業学科βり

関西大学商学部

関西大学経商学部経済学科

同 上   商業学科

関西大学経商学部商学科

31)関西学院高等学部32)

関西学院大学商経学部

32)同志社高等商業学校33)

同志ネL経済専門学校

〔嘔台37年〕

〔人正 9年〕

〔H召 和 5年〕

〔昭和14年 度申請〕

〔同  上〕

〔明治37年〕

〔大正4年〕

〔大正 9年〕

〔H召 和 7年〕

〔明治39年〕

〔大正10年 〕

〔昭和10年 〕

〔昭和17年 〕

〔日召本日6T〕

〔昭和19年 〕

〔明治45年申請〕

〔大正 4年 申請〕

〔昭和 6年 中請〕
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関西学院専門部 i馬等商業学部 〔昭和8年 中請〕
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33)立 命館大学法経学部経済学科34)〔昭和 4年〕

同 上    商学科   〔昭和 9年〕

ll命館専門学校経済科     〔昭和19年 〕

11)日彙亀些
って,

ままで
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展 |「 そ
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で使ぉ
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学的な

しか

その後

29)『明治大学百年史 第 1巻 史料編 I』 明治大学,昭和61年,577頁 ,595頁 。1同書 第 2巻 史料編ⅡJ

昭和63年 , 8889頁 , 196頁 , 476頁 , 482頁 , 584587頁。

30)『半世紀の早稲田』早稲田大学出版部,昭和 7年,193194頁 ,213214頁 ,325頁 ,438441頁。鈴木英

寿「商学部における経営学の系譜」『早稲Fl商学』第263号 ,昭和52年 3月 ,11頁 ,1617頁。

31)『関西大学百年史 通史編 上』関西大学,昭和61年,274頁 ,397399頁,640644頁 ,830頁 。

32)『関西学院百年史 資料編 I』 関西学院,1994年 ,113120頁,132138頁,252254頁,302304頁 e大

阪経済大学経営研究所編『経営経済学の基調』森山書店,1974年 ,271頁 。

33)『同志社百年史 資料編 2]同志社,1979年 ,14921493頁 ,14961497頁 。

34)『立命館創立五十年史』ヽ1命館大学五十周年記念事業局,昭和28年,301頁 ,367373頁 ,545頁 ,569

576頁 。前掲『経営経済学の基調』271頁。

(そ の 5)
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72

の進展 を余儀 な くされつづ けて きた3)。

とりわけ,経営経済学あるいは経営学の一般理論のなかで,個別 〔商業〕経営学的な販売・マーケ

ティング論が的確に意味づけられてきた,と いうような学史 卜1の形1711を 十分みいだすことができない。

ただ,販売論・マーケティング論の特定領域のなかだけで,関連する議論がなされてきたわけである。

一方の国民経済学的な流j亘論は,そ のまま経済学的な理論領域のなかに移動 していった。

① 独占資本主義段階は明治後期に早 くも現われたとする見解がある。そのさい, 日本の産業革命

は,明治初年 (1868年)を 出発点とし,やがて独占化過程と重なりあったひとつの過程とすることが

できる, という見解にも注目したい1).

いずれにせよ大正|1寺代を迎えて,「商」業経営論に対 して「工J業経営論が,今 日的な意味あいで,

経営学的な学問としてその登場を要請されていたことは,理の当然である。その学芦1の具体的な名称

が,大正時代を代表する「商工経営 (学 )」 であるc

「商工経営 (学 )」 という経営学的な名称は,大正時代に現象していた商業経営 (第 3次産業)音5,1

に対する,工業経営 (第 2次産業)部門の比重増加1を 端的に反映 したものである。だから,完全に独

占資本主義段階に移行 していたとみなされる昭和時代の開始以後,産業合理化の時ft,戦 |1寺経済体制

へと時代がすすむにつれて,経営経済学・経常学という名称が商工経営 (学)に とってかわり,当然

のように浸透,定着 してくる。

もちろん, ドイツにおける 隆 営経済学」という名称の成立が, 日本におけるこの学問の名称の確

定に与えた影響力は,無視できない。だがそれよりも, 日本経営学史における理論は, 日本産業経営

の発達段階に即応 しつつ,実質的な生成 。展開をみせていたというべきなのである。この意味で, 日

本経営学史の生成と展開は, 自身のまとうべきかっこうの名称 降 営経済学」を,大 ll:末期,時宜を

えて ドイツの Betriebswirtschaftslehreに与えられたのである。

ただし当該学会の名称は,創■1の 当初に議論のすえ,「 日本経営学会」 (日 本経営学会 :大正15年 7

月創立)と 定められた。対抗案は「日本商学会」であった。

⑤ 従来, 日本の経営学は,商業学から商業経営学・商事経営学へ5), また商業経営学・商事経営学

3)増地庸治郎 F商業通論』 (千倉書房,初版,昭和 7年)は ,「商業im論に利学的体系を求めることは不

能であり,ま たもし論理的加工によって科学的体系を樹てんとすれば,そ は結局経営経済学原論とな

るの外はなく」と述べていた (序 4貞 )。 同書の編成内容は, まさしく商業学の非体系性を体現 してい

る。つまり,同書の第 1部 「商業交通論」と第 2部 「商業経営論」は,共通する理論的な統一原J里 を

もちえないでいる。

したがって増地は,商業学は各論においては経済学 と法律論に分裂 し,狭義の商業に関する研究は

きわめて微々たるものであった。また,商業学の総論についての研究は, 11田 貞次15の「否定説J〔大

正10年〕もあって,商業学がはたして独立の科学た りうるかについては疑問視されることが多かった,

とも述べている (同書,新訂,H召 和12年 ,322頁 )。

それゆえ,F商業通論』の第 1部「商業交通論Jと 第 2部「商業経営論」とのあいだ,あ るいは『商

業通論』と ド経営経済学序論](大 il15年 )や 「経営要論』 (昭和 4年)と のあいだに生 じている,1曽

地ILi論 の内部における酬師は決定的である。増地は,こ の酬齢を解決 しようとしないまま,研究生活

を過ごしてきたといえる。もっとも,こ の課題は増地だけのものではないゆえ,彼だけをいちがいに

はせめられない。

要は,経常経済学 〔あるいは戦後の経営管理学〕への理論経路におい

Ji場 管理学が,そ の前噴に位置していたのである。

商業学でな む しろ

森 芳三『明治期初期独占論]風間書房,昭和44年,231貞。

上口J貞 次郎『商工経営』 (千倉書房,昭和 5年)お よび渡辺鉄蔵『商事経営論J(修文館,大正11年 )

は,こ の理論系譜をかたちづ くる代表作 2著である。
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日本における資本il義化の過fiは ,江戸時代からあった商人学や明治時代の商業諸学をさらに変質

させ,あ るいは超克させた。それはまず,軽工業を主対象 とする工業経済学の登壇 をうなが し,工場

管理学の発生 も要請 していた。明治後期に工場管理学関係の文献が散見されるのは,そ の証拠である。

大正時代にはいると,ア メリカ科学的管理法の影響がいっきょに浸透,拡大する。第 1次世界大戦は,

日本を重化学工業国に仲間入りさせ る契機 を提供 した。H召和戦前期, 日本帝国主義のアジア諸国 。大

平洋諸島に対する侵略戦争は,そ れまで蓄積 されてきた経済力・工業力・技術力・経営力に依存 して

いたのである。

0 このようにみるとき, 日本経営学史の発展経路は,商業学・商事経営学の理論系譜とともに,

工業学 。工場管理学の理論系譜 も, よく観察 していかなければならないことがわかる。大 l[H寺代にお

ける経営学の名称「商工経営学」は,そ うした時代的な流れにみてとれる変化を端的に反映 し,表現

するものである。このときすでに,時代の流れは「工業経営」:「工場経営」を主対象とする,経営経

済学 。経営学を要求 していたといえる8)。

したがって,〔今日的な意味で〕「経営学J的に大正時代の斯学を代表的に表現 していた学問は,当

時における日本産業経営の実態との対応関係からみても,工場管理学そのものであった。その意味で

は,H召和戦前期まで,会社経営の実質的な場面は 〈工場経営〉の次元にあり,戦後のそれが文
~i~ど

お

り全社的な場面での く会社経営〉の次元になっていた点とは,だいぶ異なるのである。この事実は,

日本の各会社の社史をのぞいてみれば,十分に納得のいく点である。その事実に対応する工場管理学 :

「工場単位・次元の経常管理学」の理論系譜が,現在まで, 日本的経常の実際に対する実践科学的な

支柱になって存在 してきた事実を忘れてはならない。

O Π召和20年代における日本経営学の理論展開は,その重心が工場管理学から経営管理学に変動 し

ていく姿をみせている。この時fそ でも,理論・実践の両領城において,ア メリカ経営学の影響が強大

であったのである。敗戦後,経営経済学というドイツ風の名称がはやらなくなる事由は,こ こにおい

て明らかである。

7)

2章産業に於ける諸職能 (共の学説史的考察):第 1節序言 第 2節チャーチの職能論 第 3節デニ

ングの職能論 第 4節 シェル ドンの職能論 付録「決定的要素」に関するシェル ドンの所説 (→米英

経営学説の紹介・研究といえる内容である)。

この理論系譜は,明治末期 よりその源泉をもつ。大正時代のみ主要文献を枚挙 しよう。神日1孝一 F実

践工場管理』杉本光文館,大正 1年。鈴木恒三郎『工場管理実学』ダイヤモンド社,大正 5年。井関

「 二郎『新式:li場管理法精義J同文館,大正 5年し勝田 一『能率増進工場設備JI司 文館,大正 7年。

大 日本文明協会編 1科学的管Ill法』同会,大正 8年。上野陽一『人及事業能率の心理』同文館,大■

8年。宇野利右衛門 F能率増進の理論 と実際』工業教育会出版部,大正10年。田中寛一 「能率研究人

間工学』右文館,大正10年 。池田藤四郎『能率増進科学的経営法』実業之世界社,大正12年。枡本卯

平『国家の将来 と工場管理の標準』早稲田大学出版部,大正12年。国松 豊ほか『工業能率研究J精

神社出版部,大■12年。円中満三 F科学的工業管理学』衆英閣,大lE13年。中外産業調査会能率研究

部編『能率増進科学的工場経営法上下巻』同会出版部,大正13年。渡辺鉄蔵 F工場経営論 ]i青 水書店 ,

大正15年。国松 豊 1科学的管理法綱要J巌松堂書店,大正15年 .神口孝一『工場管理論J慶応義塾

大学経済学講習会,大i115年。

上田貞次郎は,「商工経営』 (千倉書房,昭和 5年 )と いう自者の名称を,の ちに 1経営経済学総論』

(東洋出版社〔経常学全集第 1巻〕,昭和12年 )に あらためている。 もっとも当人は,「 その表題 を改め

たけれども,実質的には別者ではない」と断っていた (後著,序56頁 )。 しかしながら,明 治42〔 1909〕

年 7月 の L田 稿「商事経営学 トハ何ゾヤ」 (1国民経済雑誌』第 7巻第 1号 )は ,当初から,商事経営

学を企業経営学 と称 してお り,そ の想定する理論内容 も,明 らかに工業経営学ないしは経営経済学で

あった。
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とりあえず,大正時代から昭和戦前期 〔昭和20(1945)年 〕までを念頭におくと,明治後期の萌芽

的な時期における工場管理学から,大正時代のなかごろに活発となったアメリカ管理学〔能率増進学〕

の系譜は,昭和初期から敗戦後にかけても連綿とつづ く,現実的 。実際的な理論経路である。それに

対 して,商人学→商業学→経営学という筋道は,「商業学→経営学」のところがあいまいな,い いかえ

れば歴史的断絶すら1、 くむ経路である。

大J「 中期に高等商業学校,具体的には,小 lFfi高商や名古屋高商などで実施されていた企業実践的教

不斗目は,「専門商業学校」における教育内容ではあっても,工場管理学的な性格を強 くもっていた。そ

れは,経営経i斉学的な教育ではなく, 日本経営の現実。実際を意識 した,「実践理論科学」的な工場管

理学の教授を意図していたのである。

たとえば,明治44〔 1911〕 年に開校 した小樽高等1商業学校は,当初より「商業実i夫利‐」を設置し,

実務教育‖ルしヽ主義をとりいれていた。大正 8〔 1919〕 年の学科課程改正では,全学年に従来から配置

されていた「商業実i支」にくわえる新 しい学科日として,第 2学年と第 3学年に「商工経営 (商店管

理・工場管理・1京 価計1算)J,第 1学年と第 2学年に「商1鴇 FH化及実験J,第 3学年に「企業実践」など

をくわえていた。この「商工経営Jと 「j/1N業 実践」は,商吊工場の知識にとぼしい憾みがあるのに鑑

み,時局の影響にともなってますます商工業連絡の必要を認め,新学年からその 2学科を新設し,商
:業実『支と併行せ しめることとしたのである2)

ところが,そ うした意図とはべつの経路で,欧米留学帰 りの学者たちは,学会用あるいは教壇用に

もちかえった ドイツ経営経済学を,大正末期, 日本経営学界にこれが 日本経営学の理論 となるものだ

として紹介,導入 したのである。これが「a)経営経済学から経営管理学」である。だがこの系譜は,

さきほどもいったように, 日本経営学史の理論 としては,み のがせない断絶を内有 していた。

そのひとつめの断絶は,商業学→商事経営学→経営経済学までにいたる時期のなかにみられる。 ド

イツ経営経済学の,大正期における日本経営学 との,理論的 。現実的な関連性は希薄であった。たと

えば,渡辺鉄蔵 Fi商事経営論』 (修文館,大正11年)は ,序論において ドイツ種、経済学論を紹介してい

たが,本論中に展 FTlさ れている, 日本企業に関する実証分析的な :経営学的な論究内容との必然的な

関j菫性 をみいだすことは困難である。またたとえば,1曽 地庸治郎「経営経済学序論』 (1司 文館,大正15

年)や佐 々木吉郎 隆 営経済学の成立](巌松堂書店,昭和 5年 )な どは,そ れまでの ドイツ経営経済

学全般を紹介 しているが, 日本経営 とは理論的 。実際的対応をいっさいもちえない理論内容であった

のである3)。

そのマふ、たつめの断絶は,経営経済学→経営管理学へ という経路は, 日本経営学界を代表する理論活

動の総体を表わすのにはた して最適なものであるか, ということにみられる。経営経済学→経営管理

学は, 日本経営 く学会〉にJ有な経路であって, 日本経営 く学界〉全体を形容するには3、 さわ しくな

い。それは,工場管理学→経営管理学への理論系譜が, 日本経営の実践 :実業界に対 して,経験的対

応をもちなが らfr実 に存在 していたのにくらべ, これとはまった く対照的にお、たしかなのである。

戦前期,高等商業学校 もマ〕、くめて,大学工学部・高等工業学校における管理学教育は,工場管理学

(工場を単位。次元 とする経営管理学)で あった。この工場管理学の理論系譜こそ,日 本経営の歴史的・

現実的関連性 を確実に有 し,戦前から戦後にかけての理論的連続性を保持 していたものである。それ

2)

3)

『小樽商科大学史 開学六十五年』財界評論新ネし,昭和51年 ,84頁,134135頁 。傍点は筆者。実際の教

授内容をみると,第 3学年「商工経営学」は,工場管理学・商店管理学 。原価計算学・商業実践など,

同「企業実i支」は,講義―工場の設備及組織・製造工程・科学的管理法の応用,実習一製造・工務及

管理法・原料及製品の処理・会計及l京価計算事務である。

ただ し,増地の名誉のためにいっておけは,彼はその後,日 本企業の実証的研究をおこなっている。

その代表作は,増地庸治郎 『株式会社』巖松堂壽店,昭和12年 である。
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日本の経営学理論には, ドイツ経営経済学から骨をとり,ア メリカ経営管理学から肉をもらって,

独 自の創造的理論を形成するのだという発想がある。筆者が, こうした理論提唱にただちに賛同でき

ない理由は,本稿の検討からも明らかなように,そ の発想が日本経営学史の歴史的経過を無視 し,埋

論発生におけるそれぞれの特 1生 を解消する危険 llを 感 じるからである。

昭和50年以降,盛んになってきた日本経営論にむかって,い ったいどの くらい,そ うした ドイツ理

論とアメリカ理論の統合化理論は発言 しえていたか。それは, 日本経営の実際を現実的に分析できる

経営理論 として,いかほど貢献できるのか。その真剣な意図の実現可能性は,い まだ未矢Π数である2)。

「 a)経営経1斉 学から経営管理学」の理論系譜は,歴史上,決定的な・l絶 を 〕́、くんだ観念論的本質

論・方法論を, 日本経営学史において蓄積 してきた。そして,「 b)工場管理学から経営管理学」は,

実践科学的 。実用主義的であるがゆえに,方法論の弱い経験論的な実学的管理学を形成 してきた。

敗戦後, 日本経済・産業の復興に寄 与した H本の企業経営に科学的・技術的な応援をしたのは,後

者 「b)工場管理学から経営管理学」の理論系譜であり,前 者「 a)経営経済学から経営管理学」の

理論系譜ではない。民間 :実際用の工場経営管理学に対する.学界 :理論用の抽象経営経済学の役割

は,い ったいどのように評価されればよいのか。これは今後の課題 としておきたい。

―-1996.  3.  6-

2)参考までに,野 口 祐によるつぎの見解を聞いておきたいっ

人正F寺代の科学的管理法は,日 本的な特殊性を帯びて現われる点で特徴的であるじ日本経常学は,

いわばアメリカ経営学 (科 学的管理法)の技lT的 側而を移植 し,そ れを資本主義的に運用するにつれ

ての諸矛盾の激化に対応 して, ドイツ経営
‐

l―の経済性概念や、経営共同体思、考などの矛盾 |口 1避の諸理

論がむすびつけられて,確立されてきたものである (野 口 祐 :日 本資本主義経営史 戦前篇J御茶の

水書房,1960年 ,136頁 ,138139頁 ).

マルクス主義的経営学の批半l的立場は,ア メリカ経常管理学 とドイツ経営経済学の くブルジョア経

営理論〉的親和性を,そ のように解釈するのである。つまり, ドイツ経営学の規範理論的役割のイデ

オロギー的な有用性 。有効′性をきび しく批判 しながら,そ れ相応の評価 もするわけである。

しかしながら, 人正 一昭和期,ア メリカ千1学的管理法の実践■
l学的・実用Ji義的有益'1生 を実際に適

用 し,成果を挙げてきた実業界,そ してこれをになってきた官民双方の関係人士たちにとって,野 口

のような角旱釈はとりあえず無縁の ものであった。いいかえれば,彼 |)に とって,「 諸I里論がむすびつけ

られて」いるか否かは関心外であったといえるc

もっとも,科学的管理1去の精神的理念に関する以下のような説明を聞 くと,野 国のような解釈を許

す余地 も
`、

くまれていたことがわかる。

科学的経営法の原理は工場の経営を科学的組織的にし従来の方法に根本的改善を加へて能率の

増進をはからんとするにある。時間,原料及労力を節約 しあらゆる空費と無駄を省いて人と器械の

生産力を増カロし以って企業家労働者及び社会全般の共同的利福を増進せんとするものである (三木

正一 『最新工業経済学』巌松堂書店,大正13年 ,321頁 )。

いずれにせ よ,独米経営理論の統融合を試みる学問作業 |ま ,経営経済学者がわにおける専管事lH~で

あって,工場管理学者の仕事 とはほとんど縁のないものであったといってよい。


